
2000年新年に広報誌WAが発刊され早くも四半世紀
が経ちました。今回2024年秋号を迎え、広報誌「WA」
は記念すべき100号の発刊となったことを感慨深く感じ
ております。当時、広報誌の名称は職員からの公募でし
た。多くのアイデアが候補にあがりましたが、共和の
「和」職員の「輪」驚きの「わ」などたくさんの「WA」
が詰まった広報誌にしようと選ばれました。第１号の巻
頭挨拶は先代の亡き名誉院長、加藤邦之助と私とで紙
面を半分に分け書きました。ついこの前のことのように
懐かしく思い出されます。その当時は、まだ、精神障が
いを患う方への偏見を強く感じておりましたので「今後
の医療機関や福祉機関とのネットワークを広げ、住みや
すい地域を目指していきます」と書きました。100号を
発刊する今、近隣住民の皆さまや関係機関、行政の皆
さま、職員の努力により、確実にオリジナリティーあふ
れるネットワークづくりが構築されてきていることを実感
しております。病院幹部が主導するのみでなく職員が地
域とのつながりの中で提案をしてくれることが嬉しく、ま
さに「わ～～」と感じる場面も多々あります。

毎回の広報誌には、患者さんや職員や地域の方と共
に紡ぎあったWAが詰まっています。共和会の理念「優
しい医療・楽しい職場」は私が理事長就任と同時に考
えました。この広報誌WAにはまさに「優しい医療・楽
しい職場」が生き生きと描かれていると誇りに思い毎回
の発刊を楽しみにしております。これからも、皆さんに
読んでいただける広報誌であり続けられるように願って
おります。

ＷＡ！100号を迎えて
特定医療法人 共和会

会長　加藤 仁

12月28日(土) ～ １月５日(日)は、年末年始につき外来診療を
休診させていただきます。

お 知 ら せ

当園は、共和病院併設の保育所として1992年に開所
し32年を迎えました。その間に大府市の人口も増加
し保育園のニーズが高まり、当園も2024年３月より
認可保育園となりました。
そしてこのたび、保育園内で「病児保育室 どんぐり」
を11月1日よりはじめました。
地域の保育園として、今後も様々なご希望に応えて
まいります。

園長　山田 しのか
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当院の検査課は、『診療放射線技師』と『臨床検査技
師』２つの職種で構成されています。

『診療放射線技師』は、胸部や骨などのレントゲン検
査、CT検査、バリウム検査や骨密度検査などを行なっ
ています。

『臨床検査技師』は、患者様から採取した血液や尿・
便・細胞などを検査する「検体検査」と、心電図や脳波、
肺機能など患者様を直接検査する「生理機能検査」を
行なっています。

病気になると、体の
中ではさまざまな変化
が み ら れ ま す。医 師
が、患者様の身体の状
態を客観的に診るため
に『検査』は不可欠で
あり、私たちはその手
助けをしています。

正確で信頼できる
データを得るために
は、検 査 時 の 患 者 様
の協力が欠かせませ
ん。患 者 様 一 人 ひ と
りに寄り添った声か
け を し、安 心 し て 検
査を受けてもらえるよう心掛けています。

また、当院では『健康診断』も行なっています。健
康診断は、生活習慣病の早期発見や、自覚症状のない
病気に気づくために、定期的に受診することが推奨さ
れています。大府市の特定健診や企業健診、個人健診
にも対応しておりますので、お気軽にお問い合わせく
ださい。

これからも２職種で協力し合い、医療やみなさま
の健康維持に貢献できるよう努めていきたいと思い
ます。

責任者　栗田 恵美

晴れやかな秋空が広がる季節となりました。皆様いかが
お過ごしでしょうか。広報誌WA！は、なんと今回で100号
を迎えました。年数にして約25年です！広報委員になって
数年の私ですが、広報誌がこんなに長い間続いていること
を今回初めて知りました。これを機に、過去のものを見返
してみようと思います。

過去の広報誌は当院のホームページに掲載しております
ので、皆様もぜひご覧になってみてください。

これからも皆様に楽しんでいただける広報誌を作ってい
きたいと思います。

広報委員会　佐竹 萌

表紙の写真 ： 坂口 晃平 様

共和病院では、外来～入院～退院を通して、様々な医療技術職によるサポートを行なっております。
毎号それぞれの職種を紹介しています。

検査課

PBST（Positive Behavior Supports Team:積極的行動支援
チーム）は、障害特性（コミュニケーション・想像力・社
会性・感覚など）により行動障害が生じている方々の背景
をアセスメントし、その方の特性に合わせた支援を行う専
門チームで、発足５年目を迎えています。これまでに30名
以上の患者様へ多職種で支援してきました。医療だからこ
そできる強みを再確認する一方で、地域へ支援を繋ぐこと
の難しさを実感することが多くありました。医療と地域双
方の理解が深まることが、患者様の地域生活を長期的に支
えることに繋がると考えました。そこで！これまでケース
を通じてつながった相談支援や生活介護など関係者の方々
をお招きして９月26日に交流会『つなごう！つながろう！
強度行動障害者を支える～輪～』を開催しました。

当日は、19名の方にご参加いただき、事例報告２例とグ
ループワークを行いました。参加者からは、『同じケース
を協力しながら継続して支援することで、PBSTへの信頼

に繋がった』『日頃の支援に孤独感を感じることがある
が、交流機会があって嬉しい』などの感想が聞かれ、『ま
た参加したい！』との意見を多く頂きました。

今後も、行動障害をお持ちの方への支援に関わる皆さ
んの力をお借りしながら、交流会をより広く有意義なも
のへと成長して、継続開催していきたいと思っています。

協力いただけた皆様、ありがとうございました！
PBST 作業療法士　藤松 昌子

2000年ごろ　記念樹に手を伸ばしているのは、
当時の名誉院長　故 加藤邦之助（左）と

当時の理事長　加藤 仁（右）
一番右は当時の院長　榎本 和

2016年、伐採する前に記念撮影。
記念樹に手を伸ばしているのは、

会長　加藤 仁（左）と理事長　山本 直彦（右）
一番右は名誉院長　榎本 和

病院の入口で順調に育つイチョウ
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旧B館の喫茶アトリエ前に
あったころのイチョウ

100号
記念！

診療放射線技師

臨床検査技師

交流会『つなごう！つながろう！強度行動障害者を支える～輪～』開催！

若枝を人の背の高さになるまで育てあげた木村 勝文さん、
ベンチに生まれ変わらせた近藤 啓史さんに感謝状を贈らせていただきました。

写真は左から、木村さん、加藤会長、榎本名誉院長、近藤さん

旧B館の立派なイチョウの木はいまどこに？
1980年、私が当院に入職した時には、イチョウが植樹されていたのを今でも覚えています。1958年４月に

創立記念樹として植樹され、病院と共に60余年長い年月を過ごしてきた思い出もあるイチョウでしたが、
2016年からはじまった病院新棟建設の計画に自分も窓口として関わることになり、イチョウの木を伐採する
ことについて違う場所への移植等検討しました。その結果、建設後に改めて移植することが決まり、若枝３
本と、幹の部分を数メートル切り、それぞれ植栽と保管し、建設を見守ることになりました。

2020年新棟が完成し、病院が新しく生まれ変わり動き出すと同時に、イチョウの植樹も検討されました。
若枝は１本が成長し新芽を吹いている次第で、幹の大木においてもどのように残そうか色々考え、施設管理
スタッフが「ベンチに加工しよう！そして皆さんにも座ってもらおう！」と提案し決まりました。

それから、幹の一部は輪切りにし、年輪の奥を見つめ共和病院の長い歴史と思い出を職員の皆さんへも感
じて頂けたらと思い制作しました。

施設管理　野口 昭・近藤 啓史
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それから、幹の一部は輪切りにし、年輪の奥を見つめ共和病院の長い歴史と思い出を職員の皆さんへも感
じて頂けたらと思い制作しました。

施設管理　野口 昭・近藤 啓史



2000年新年に広報誌WAが発刊され早くも四半世紀
が経ちました。今回2024年秋号を迎え、広報誌「WA」
は記念すべき100号の発刊となったことを感慨深く感じ
ております。当時、広報誌の名称は職員からの公募でし
た。多くのアイデアが候補にあがりましたが、共和の
「和」職員の「輪」驚きの「わ」などたくさんの「WA」
が詰まった広報誌にしようと選ばれました。第１号の巻
頭挨拶は先代の亡き名誉院長、加藤邦之助と私とで紙
面を半分に分け書きました。ついこの前のことのように
懐かしく思い出されます。その当時は、まだ、精神障が
いを患う方への偏見を強く感じておりましたので「今後
の医療機関や福祉機関とのネットワークを広げ、住みや
すい地域を目指していきます」と書きました。100号を
発刊する今、近隣住民の皆さまや関係機関、行政の皆
さま、職員の努力により、確実にオリジナリティーあふ
れるネットワークづくりが構築されてきていることを実感
しております。病院幹部が主導するのみでなく職員が地
域とのつながりの中で提案をしてくれることが嬉しく、ま
さに「わ～～」と感じる場面も多々あります。

毎回の広報誌には、患者さんや職員や地域の方と共
に紡ぎあったWAが詰まっています。共和会の理念「優
しい医療・楽しい職場」は私が理事長就任と同時に考
えました。この広報誌WAにはまさに「優しい医療・楽
しい職場」が生き生きと描かれていると誇りに思い毎回
の発刊を楽しみにしております。これからも、皆さんに
読んでいただける広報誌であり続けられるように願って
おります。

ＷＡ！100号を迎えて
特定医療法人 共和会

会長　加藤 仁

12月28日(土) ～ １月５日(日)は、年末年始につき外来診療を
休診させていただきます。

お 知 ら せ

当園は、共和病院併設の保育所として1992年に開所
し32年を迎えました。その間に大府市の人口も増加
し保育園のニーズが高まり、当園も2024年３月より
認可保育園となりました。
そしてこのたび、保育園内で「病児保育室 どんぐり」
を11月1日よりはじめました。
地域の保育園として、今後も様々なご希望に応えて
まいります。

園長　山田 しのか

 

病児保育室 どんぐり をはじめました
共和会たんぽぽ保育園

WA！創刊当時の共和病院

どんぐり（３部屋あります）

AED研修

定期的に研修を行なっています。
定期的に研修を行なっています。

◀詳しくはHPを
　ごらん下さい。

2024年 秋号

まごころをこめてやすらぎと癒しの提供
あなたの安心と希望ある地域生活の支援
それぞれの専門性を活かした
最良の医療・介護サービスの提供

内科・消化器内科・呼吸器内科・脳神経内科
精神科・心療内科・循環器内科・放射線科
リハビリテーション科・歯科

診療科目

●職員のチームワークと創造性が
高められる職場
●職員のレベルアップと仕事の充実が
感じられる職場
●職員の満足が皆様へ反映される職場

110000
VOL.

有松

桶狭間
（有松インター）


